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目的 乳房外 Paget 病に対する根治的放射線治療の成績を検討する。 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究 
セッティング Prince of Wales Hospital 
対象者 6 例の乳房外 Paget 病（43～79 歳） 

 （2 例は深部に腺癌を有する） 
 2 例：初回治療、3 例：手術後再発例､1 例：術後補助療法 

対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （3） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （3） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （15） 

介入（要因曝露） 線質：表在Ｘ線、超高圧Ｘ線、組織内照射、電子線 
初期治療としての根治的放射線療法：42 Gy/14 回、66 Gy/28 回 
再発例の放射線療法：33 Gy/10 回、42 Gy/14 回、60 Gy/27 回 
術後補助療法：60 Gy/30 回 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 
1 奏功率 1.主要 2.副次 3.その他（3） 
2 再発形式 1.主要 2.副次 3.その他（3） 
3 有害事象 1.主要 2.副次 3.その他（3） 
4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

奏功：CR 5 例、PR 1 例 
CR の症例のうち 1 例が辺縁再発 
深部に腺癌を有する 2 症例は遠隔転移で死亡 
放射線療法の有害事象：皮膚炎（重篤なものなし） 

結論 

乳房外 Paget 病に対し、放射線療法は有用。 
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レビューワーコメント 

レベル ＩＶ 
症例集積研究とも考えられるが、詳細に検討されていること、本症

の報告が少ないことを勘案して、後ろ向きコホート研究に準じるも

のと評価した。 
 




